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夜でもスポーツができます－． このほど高浜運動広場に夜間照明4基が完成しました｡ー
この運動広場は、昨年の11月からグランド整備と､夜間でもスポーツができる照明塔の新
設工事が進められていたもので、工業再配置促進費補助事業として3,990万円の事業費で
完成したものです。

照明塔は、内野に2基（36球=300ルックス） と、外野に2基(36球=150ルックス）
の計4基で照明度が良くなっています。

運動広場の使用は、 日曜と祝日を除き日没から午後9時までで、使用料金は、 1チーム
1,000円で、 5月1日からオーフ°ンしました。
くわしいことは、教育委員会社会教育課（電③1131）へお問い合わせください。

J塔は、内野に2基（36球=300ルックス） と、外野に2基(36球=150ルックス）
:基で照明度が良くなっています。

力広場の使用は、 日曜と祝日を除き日没から午後9時までで、使用料金は、 1チーム
0円で、 5月1日からオーフ°ンしました。

うしいことは、教育委員会社会教育課（電③1131）へお問い合わせください。
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一人口の動き

4月1日現在 前月比

人 口 31 , 714( 116)

男 15， 509 （-92）

女 16， 205 （-24）

世 帯 8，812 （-36）

たいせつにし、美しいまちをつくりましよう

を守り、明るいまちをつくりましょう

正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

働き、豊かなまちをつくりましょう

りのある、あたたかいまちをつくりましょう

自然を

きまり

礼儀を

元気で

思いや
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｢高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 . 1152です。
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▲4月14日から6,000食施設として始動した給食~センター

▼調理士による〈だもの野菜などの下処理
…'

鳥
言
貢
垂
献
立
は
一
か
月
ご
と
厚
》

「
衛
生
的
で
栄
養
の
あ
る
お
い
し
い
給
食

を
１
１
巴
さ
る
４
月
Ｍ
日
か
ら
始
め
ら
れ
た

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
献
立
表
に
書
か

れ
た
一
言
で
す
。
ゞ

こ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
６
０
０
○
食
施

設
と
し
て
へ
昨
年
の
扣
月
か
ら
高
萩
中
の
東

側
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
鉄

骨
造
り
一
部
２
階
建
て
で
、
調
理
室
、
洗
浄

室
、
事
務
室
、
乾
物
や
生
鮮
野
菜
な
ど
の
倉

庫
な
ど
が
あ
り
、
総
建
面
積
は
、
８
５
４
桓

５
２
平
方
所
あ
り
ま
す
。
総
工
事
費
は
、
１

億
貝
７
０
０
万
円
で
、
こ
の
う
ち
１
億
４

２
２
０
万
円
は
起
債
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
、

こ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完
成
で
、
市
内
の

小
・
中
学
校
の
児
童
か
生
徒
は
、
完
全
給
食

と
な
り
ま
す
。

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
和

▼肉や、野菜などを入れて、蒸気三重釜で
ミソしるなどを煮て調理する

ｑ
各
小
・
中
学
に
分
け
て
コ
ン
テ
ナ

に
つ
め
こ
み
を
す
る

大
東
亜
戦
争
公
刊
戦
史
百
二
巻

献
本
さ
れ
た
方
々

○
笠
原
喜
代
子
さ
ん
（
安
良
川
）

○
間
下
彰
さ
ん
（
高
萩
）

○
矢
代
春
夫
さ
ん
（
有
明
町
）

○
石
田
マ
チ
さ
ん
（
東
本
川
）

▽
文
化
会
館
へ

○
伊
藤
龍
馬
さ
ん
（
東
本
町
）

油
彩
画
（
百
号
）
一
点

○
村
田
猛
さ
ん
（
春
・
日
町
）

日
本
画
一
点

○
大
崎
宥
一
さ
ん
（
春
日
町
）

油
彩
画
（
百
二
十
号
）
一
点

○
（
株
）
極
光
電
音

絵
画
（
ピ
カ
ソ
模
写
）
一
点

＆
▽
中
央
公
民
館
へ

○
英
霊
に
こ
た
え
る
会
高
萩
支
部

善
意
あ
り
が
と
う

▽
社
会
福
祉
へ

○
石
滝
団
地
つ
く
し
子
供
会
一
万
円

○
生
長
の
家
机
愛
会
五
千
円

○
細
金
四
郎
さ
ん
（
赤
浜
）
三
万
円

○
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
五
万
円

○
吉
井
敬
之
さ
ん
（
秋
山
）
三
千
円

○
博
順
会
渡
辺
博
さ
ん
三
十
万
円

○
坂
本
芳
夫
さ
ん
（
宇
都
宮
市
）
五
千
円

○
松
本
駒
寿
さ
ん
（
安
良
川
）

老
人
の
た
め
に
三
万
円

○
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ボ
ー
リ
ン
グ
益
金
七
万
円

○
県
北
マ
ス
タ
ー
ズ
会

身
障
者
へ
二
万
六
百
六
十
五
円

篭
寄
贈

劃
’

(2)



設6，000食の

▲みんなそろったところで‘‘いただきま－す,’残さないで食べてほしい給食が口もとへ（高中にて）

遡瀧;秘
ー

鍵蕊

騨鐸欝

毎
日
の
献
立
表
は
、
一
か
月
ご
と
に
作
成

さ
れ
、
米
飯
給
食
も
週
２
回
と
り
入
れ
、
１

日
平
均
の
カ
ロ
リ
ー
は
、
小
学
生
が
一
食
分

６
５
０
嵌
カ
ロ
リ
ー
、
中
学
生
が
８
５
０
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
で
、
蛋
白
質
は
、
小
学
記
唱
、
中

学
弱
垣
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

給
食
数
は
、
小
学
生
３
，
４
８
９
食
う
中

学
生
１
、
ゞ
４
《
７
８
食
で
、
教
職
員
２
６
８
食

を
含
め
る
と
５
，
２
３
５
食
分
と
な
り
蚕
乳

給
食
の
配
送
は
、
３
台
の
給
食
車
に
よ
っ

て
、
‐
午
前
扣
時
訓
分
を
最
初
に
午
前
刑
時
㈹

分
ま
で
に
は
、
す
べ
て
、
各
小
・
中
学
校
に

配
送
さ
れ
、
午
後
２
時
訓
分
に
は
、
↓
食
器
な

ど
が
セ
ン
タ
ー
に
回
収
さ
れ
洗
浄
機
に
よ
っ

て
す
べ
て
洗
浄
さ
れ
ま
す
９

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
日
こ
の
作
業
を
く
り

返
え
し
て
、
待
ち
わ
び
る
み
な
さ
ん
に
給
食

を
届
け
て
い
ま
す
。
給
食
は
、
残
さ
な
い
で

食
べ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

爵

籍醗認鱒？

＃

帯

§篭
＃

芹群

滋
鱗

▲クラスでは、今日の当番がみんなに配膳

ｑ
学
校
で
は
、
児
童
・
生
徒
が
ク
ラ
ス

ご
と
給
食
を
は
こ
ん
で
…
。

ｑ
３
台
｛
雪
車
に
コ
ン
テ
ナ
を
乗

せ
て
学
校
へ

(3)



Ⅱ
Ⅲ
ご
ぐ
ろ
う
さ
ん

さ
る
四
月
二
十
二
日
、
市
中
央
公
民

館
で
、
納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

納
税
組
合
長
大
会
が
開
か
れ
る

帽
団
体
と
功
労
者
扣
名
を
表
彰

lll

の
町
）
、
小
松
幸
喜
（
南
町
一
）
、
鈴

木
光
太
郎
（
白
菊
）
、
桜
井
利
右
衛
門

（
安
良
川
松
原
）
、
沼
野
義
次
（
商
栄
）
、

一
が
開
か
れ
る

小
池
正
人
（
北
町
十
）
、
藤
咲
精
（
石

河
原
西
二
、
佐
藤
久
（
赤
浜
南
）
、

蕪
木
敏
男
（
中
原
）
、
以
上
十
名
。

翅
労
者
扣
名
を
表
彰
石
栄
さ
ん

固
定
資
産
評
価
委
員
に

高
萩
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

こ
の
大
会
は
、
日
ご
ろ
納
税
に
ご
協
委
員
の
石
川
信
吉
さ
ん
が
、
三
月
三
十

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
組
合
長
さ
ん
を
一
日
に
任
期
満
了
と
な
り
、
そ
の
後
任

招
き
、
毎
年
一
回
開
か
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
石
栄
さ
ん
（
五
十
六
歳
）
Ⅱ
本

で
す
。
町
三
五
Ⅱ
が
四
月
一
日
で
、
高
萩
市

納
税
組
合
の
状
況
は
、
昨
年
の
十
二
月
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
な

末
現
在
で
、
納
税
組
合
の
総
数
が
、
こ
り
ま
し
た
。

百
二
組
合
で
、
納
税
組
合
員
総
数
は
、
三
一
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
一
一
三
三
三
三
一
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三

五
千
七
百
二
十
七
人
で
、
三
千
六
十
六

世
帯
が
納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

る

こ
の
納
税
組
合
は
、
国
民
の
義
務
で

ま

あ
る
税
金
を
滞
納
を
し
な
い
で
、
納
期

内
納
付
を
た
て
ま
え
と
し
て
、
収
納
成

決

績
が
向
上
す
る
よ
う
奨
励
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
の
席
上
、
次
の
優
良
な
組

一

合
十
五
団
体
、
納
税
功
労
者
十
名
に
、

夕

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
団
体
、
功
労
者
は
次
の

の

一
一

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

度

▽
納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

モ

高
砂
町
、
台
高
萩
下
、
安
良
川
九
西
、

年

政

安
良
川
十
束
、
安
良
川
十
二
西
、
島
名

五
、
秋
山
油
沢
、
赤
浜
上
町
、
畑
中
、

５

市

堀
の
内
、
二
本
杉
、
前
の
内
、
横
川
上
、

Ｒ
Ｊ

横
川
下
、
久
川
、
以
上
十
五
団
体
。

｜
｜
Ｌ
｜

▽
納
税
貯
蓄
組
合
功
労
者

豊
田
政
行
（
松
合
町
雲
斉
正
一
（
仲

市
で
は
、
近
年
の
苦
し
い
財
政
事
情

の
中
で
、
快
適
な
市
民
生
活
を
築
き
あ

げ
る
た
め
、
積
極
的
に
施
策
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
市
政
モ
ニ
タ

ー
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

制
度
は
明
る
く
住
み
よ
い
高
萩
市
を
築

き
あ
げ
る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
望
ん

で
い
る
か
を
知
る
制
度
で
す
。

み
な
さ
ん
の
地
域
の
市
政
モ
ニ
タ
ー

を
通
じ
、
力
を
あ
わ
せ
て
住
み
よ
い
ま

ち
を
め
ざ
）
歩
ん
で
い
き
た
い
も
の

三

三
三

三

二
二＝ 今

年
度
、
市
で
は
農
振
法
に
よ
る
農

用
地
区
域
の
線
引
き
の
見
直
し
を
行
な

い
ま
す
。
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
た

農
地
を
今
後
五
年
間
に
転
用
（
農
地
を

農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
こ
と
）
す
る

場
合
は
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
皆
さ
ん
が

農
地
を
転
用
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る

別
人
を
委
嘱

任
期
は
一
年

農
用
地
の
除
外

手
続
き
は
早
め
に

５
月
Ⅶ
日
か
ら
訓
日
ま
で

で
す
。五
十
五
年
度
も
市
内
の
二
十
人
の
方

を
市
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
委
嘱
し
ま
し

た
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

佐
藤
信
夫
（
有
明
町
）
波
多
野
史

子
（
高
浜
町
）
野
崎
祐
一
（
有
明
町
）

塚
本
智
恵
（
東
本
町
）
石
川
千
惠
子

（
本
町
）
十
津
川
武
（
春
日
町
）

酒
出
光
紀
（
大
和
町
）
沼
野
新
弥

（
安
良
川
）
時
崎
一
（
島
名
）
飯
田

勝
子
（
秋
山
）
小
山
忠
蔵
（
上
手
綱
）

小
野
存
（
下
手
綱
）
鈴
木
昭
文
（
高

戸
）
渡
辺
清
（
赤
浜
）
沼
倉
倉
之

助
（
高
萩
）
鈴
木
積
穂
（
下
君
田
）

海
老
沢
寿
子
（
石
滝
）
鈴
木
光
貞

（
石
滝
）
弓
野
ゆ
り
子
（
中
戸
川
）

豊
田
四
郎
次
（
上
君
田
）

方
は
、
ま
ず
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
指
定
さ
れ
て
い
れ
ば
農
地
転
用
の

許
可
書
を
提
出
す
る
前
に
除
外
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
除
外
の
受
け
付
け
は
、

今
年
五
月
十
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。
申
請
さ
れ
る
方
は
、
申
請
害
（
農

林
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）
を
農
林

課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
除
外

さ
れ
る
ま
で
に
、
例
年
で
す
と
一
年
位
か

か
り
ま
す
の
で
一
応
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
以
前
に
申
請
さ
れ
た
方
も

お
手
数
で
す
が
、
再
度
手
続
き
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
（
経
済
部
農
林
課
）
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と
い
一

う
こ
と
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す
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蛍
光
増
白
剤
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よ
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見
た
目
の
白
一

さ
に
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さ
れ
る
こ
と
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、
粉
石
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け
ん
の
良
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を
見
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、
河
川
の
汚
一

れ
を
防
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

○
粉
石
け
ん
と
は

動
・
植
物
油
脂
を
原
料
と
し
て
、
｜

こ
れ
に
苛
性
ソ
ー
ダ
な
ど
を
加
え
て
一

作
り
ま
す
。

○
合
成
洗
剤
と
は

主
成
分
の
原
料
は
石
油
で
す
。
こ
一

れ
に
リ
ン
酸
塩
、
ボ
ウ
硝
な
ど
の
助
一

剤
を
加
え
て
作
り
ま
す
。
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ｌ
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ヅ
ト
ル
も
の
石
油
の
〃
生
産
〃
に
匹
敵

す
る
の
で
す
。
〃
節
約
す
な
わ
ち
生
産

な
り
〃
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
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